
 

  

『『新新任任者者オオリリエエンンテテーーシショョンン接接遇遇研研修修＆＆新新任任者者養養成成ププレレ研研修修』』  
 

◇研修日：2023 年 6 月 17 日（土）14：00～16：30 

◇方 法：Zoom によるライブ配信  ＊一部後日オンデマンド配信 

◇テーマ： 『はじめての医療費相談』 

『はじめての介護保険相談』 

『先輩ＭＳＷからのメッセージ』 

『社会人としての基本的な接遇・電話対応について』 

『グループディスカッション』 

◇受講人数：43 名 

◆アンケートコメント紹介◆ 

・先輩 MSW の講義で具体的な業務内容や多職種との関わりの中で気をつけなけれ

ばいけないことを学びました。また、グループディスカッションでは病院や施設の

役割、機能が違っていても悩みや課題は似ていると知って、同じ MSW の繋がり

は大切だと学びました。 

・自分の職場では MSW の研修プログラム等がなく、同期の職員もいないので、今回

新任者の方々のリアルなお話を聞くことができていい機会になりました。自分の中

で抱え込みすぎず、「確認させてください」とワンクッション置くことや、人と比

べずに自分のできることをするというのをこれから意識していきたいです。 

・接遇研修の「マナーとは感謝する心」という言葉がとても印象に残り、自分もそう

いう気持ちを大切にしようと思った。 

・今回受講させていただき、まず思ったのは苦しんでいるのは自分だけではなく、意

外に似たような悩みを抱えているということで、それだけでも少し荷が軽くなった

気がした。 

・当日は参加できませんでしたが、後日配信と配布資料の医療費相談は、とても参考

になりました。ノートに貼って読むようにしました。翌日、医療費についての患者

さんへの情報収集の時に、質問の内容がスラスラ出てきて、対応がスムーズにでき

ました。 

  

新新任任者者オオリリエエンンテテーーシショョンン接接遇遇研研修修＆＆新新任任者者養養成成ププレレ研研修修をを終終ええてて  
                            

委員 冨田悠仁 

 

 ４月に入職した参加者を中心に今年度も６月に研修会を実施しました。昨年度同様、

Zoom で事前に録音した内容を流し、一部についてはライブで講義を行い、またグルー

プディスカッションについても Zoom のグループ機能で実施をしました。当日は大き

なトラブルもなく実施ができました。 

上記感想にもあるように、悩んでいるのは自分ひとりではないという思いを抱き、ま

た他院の教育体制と自院を比較する感想もありました。 

 現在 10 月からは 8 回シリーズの「新任者養成研修会」の実施計画を練っています。

昨年度末で委員が 3 名退任し現在委員が 4 名の委員となっています。この 8 回をどの

ように運営していくのか委員の増員も同時に行いながら実施していきます。この研修会

は年度初めの時点ではオンライン予定でしたが、参集で実施する方向になりました。た

だ講義を聞くのではなく、参加者と意見交換をしたり、疑問に対して共に考えることが

できるように調整中です。多くの方からのご参加をお待ちしています。 

研研修修報報告告  

『『機機能能分分野野別別研研修修』』  

主催：機能分野別研修委員会  
 

◆テーマ ：「性の多様性（LGBTQ）について  

～当事者の視点から医療・介護職の方に知ってほしいこと～」 

◇講 師 ：LGBT 講演家・パーソナルトレーナー 船越 美紀氏 

◇日 時 ：２０２３年７月 1 日(土)  １３：３０～１５：３０ Zoom によるライブ配信 

◇内 容 ： カミングアウト経験について/LGBTQ の基礎知識/社会の中の LGBTQ /当事者視点

から医療・介護の場面で困ること、配慮が必要なこと 

 【グループワーク】 

      ◇1 自分の職場で多様性の面で見直すべきところはありますか? 

◇2 上記内容に関して、どのように見直すべきだと考えますか? 

◇3 上記を達成するためには、まずは何から始めますか? 

当日参加人数：１４名（内、一般会員 1１名、非会員３名）  

◇アンケートコメント紹介 ～一部抜粋～ 

■面接での姿勢（声かけのしかたなど）、すぐに実戦に活かせるヒントをたくさん頂きました。職

場内でも息苦しく仕事をしている方もいる可能性があることも知り、レインボーを身に纏うな

どわかりやすい対応をしていきたいと思います。理解者になるため、引続き学びの場に参加を

していきたいと思いました。（総合：15 年以上） 

■社会の中の割合や理解を示そうとしている企業など社会にもたらしている影響について最近の

動向を知ることができました。固定概念にとらわれない面談での表現や、他者と情報共有する

ときにアウティングの危険性をはらむ部分など改めて考えさせられました。また、所属する病

院の所在地でパートナーシップ制度を導入していないこともあり、地域としてセクシュアルマ

イノリティへの関心は薄かったのではないか、ということも感じました。（総合：３～5 年） 

 

◇まとめ                

機能分野別研修委員長 安城更生病院 片寄慶 

 本研修では、性の多様性（LGBTQ）をテーマに当事者である講師から、医療・介護職に求めるこ

と、気づいてほしい事を講演して頂きました。 当事者の目線では、呼び方の問題、トイレへの配慮

問題、また医療・介護現場の様々な場面で、双方に戸惑いや混乱、心理的なハードルが生じることを

学びました。相手は患者・家族だけであったり、同僚であったりするため、自施設の職場環境にも話

が及びました。また、当事者にとってのカミングアウトへのハードルの高さ、アウティング（本人の

同意なく、第 3 者がセクシャリティについて暴露すること）でまねく危険性について、改めて認識

させられました。まずは、MSW が ALLY（アライ：LGBTQ の人たちに寄り添いたいと考え、支

援する人）になることで、当事者の心理的安全性を感じられる状況を作る第一歩になると思います。 

研研修修報報告告  

愛知県医療ソーシャルワーカー協会




